
１．デザイン開発技術

２．情報処理技術

３．精密加工技術

４．製造環境技術

５．接合・実装技術

６．立体造形技術

７．表面処理技術

８．機械制御技術

９．複合・新機能材料技術

１０．材料製造プロセス技術

１１．バイオ技術

１２．測定計測技術

○バルク（単独組織の部素材）では持ち得ない機能性を基材に付加するため
の機能性界面・被覆膜形成技術

○具体的には、
・溶融した金属、セラミックス等の材料を基材表面に吹き付けること又は堆積さ
せること
・塗料等を基材表面に塗布し硬化させること
・金属を溶かした水溶液中に浸せきさせること
・金属を電解液中にて電気分解すること
・酸化還元反応により表面に金属を析出又は酸化被覆膜を生成すること

など

表面処理技術とは・・・

特定ものづくり基盤技術「７．表面処理技術」



川下分野 課題及びニーズ

共通 ア．高機能化
イ．形成プロセスの微細化・精密化
ウ．新たな機能の発現
エ．品質安定性・安全性の向上、長寿命化
オ．環境負荷の低減
カ．生産性向上・低コスト化
キ．生産装置の最適化
ク．ＩｏＴ、ＡＩ等によるデータ利活用の推進

医療・健康・介護
ア．生体親和性の向上
イ．装着感など使用者の感性価値の向上
ウ．操作の安全性・信頼性の向上及び機器の小型
化・軽量化

環境・エネルギー

ア．長寿命化
イ．高効率化・高機能化
ウ．メンテナンス性

航空宇宙 ア．燃費向上、軽量化
イ．耐久性、耐環境性能の向上
ウ．メンテナンス性
エ．長寿命化
オ．耐摩耗性・信頼性の向上

ロボット

ア．信頼性及び安全性
イ．極限環境に対応した部品の製造

特定ものづくり基盤技術「７．表面処理技術」 川下製造業者等が抱える課題及びニーズ

川下分野 課題及びニーズ

情報通信・エレクト
ロ二クス ア．電子デバイス・センサで必要となる半導体等の多

様な材料への対応
イ．光学特性
ウ．電磁気特性
エ．回路の微細化
オ．シリコンウエハサイズの多様化
カ．高付加価値化・特殊機能性の付与
キ．洗浄性の高度化
ク. 洗浄工程における環境負荷の低減

自動車等
輸送機械

ア．軽量化
イ．高付加価値化
ウ．変種変量生産対応
エ．高強度化
オ．洗浄性の高度化
カ．環境負荷の低減

産業機械
ア．高負荷環境対応
イ．産業機械の使用工程における環境負荷低減
ウ．産業機械が生産する最終製品の品質・高付加価
値向上

エ．洗浄性の高度化化

住宅・構造物・橋
梁・道路・資材

ア．メンテナンス性
イ．高耐候性
ウ．省エネルギー性
エ．耐震性・強度



特定ものづくり基盤技術「７．表面処理技術」 高度化目標の達成に資する特定研究開発等の実施方法

技術開発の方向性

（１）当該技術が持つ物理的・化
学的な諸特性の向上に対応した技
術開発の方向性

①部材表面の機能付与（耐熱性、耐食性、耐摩耗性、電磁気特性、光学特性等）
②基材の保護（外部環境からの遮断、密着性確保、表面硬化）
③複雑表面、狭隘箇所への適用技術
④異なる素材部品（金属や樹脂、ガラス等）に対する同様な視覚特性の付与
⑤微細加工・高密度実装
⑥機能性界面・被覆膜形成において高性能を得られる環境の形成

（２）品質の向上に対応した技術
開発の方向性

①機能性界面・被覆膜形成プロセスの自動化、高速化
②膜厚精度の制御に関する技術開発
③機能性界面・被覆膜の品質安定化及び品質管理（非破壊検査技術等）
④信頼性の高い補修プロセス
⑤マスキング
⑥最適な製造環境の形成

（３）環境配慮に対応した技術開
発の方向性

①製品中の有害物質フリー化
②生産プロセスにおける環境負荷低減
③有害物質除去装置の改善
④作業環境の改善（騒音、粉じん等の抑制）
⑤地球温暖化抑制、低ＶＯＣ、生分解性の向上
⑥特殊ガスの利用や高性能排ガス処理装置等による低環境負荷

（４）生産性・効率性の向上に対
応した技術開発の方向性

①フレキシブル生産
②不良率低減
③自動化・生産速度の向上
④生産リードタイム短縮
⑤効率の向上
⑥メンテナンスコストの低減
⑦均質な製品の生産
⑧低コスト化

（５）IoT、AI等を活用した技術開
発の方向性

①ＩｏＴ、ＡＩ等の活用による設備等の予知保全・遠隔保守、運用最適化、匠の技のデジタル化等を通じた表面処
理に係る技術開発の効率化・生産性向上

②ＩｏＴ、ＡＩ等の活用による新たなサービス創出



サポイン採択年度 プロジェクト名 研究開発体制

平成25年度
あらゆるアルミ系素材に適応し、
かつ毒物を使用しない表面処理技術の開発

(公財)鳥取県産業振興機構、(株)アサヒメッキ、
奥野製薬工業(株)、(地独)鳥取県産業技術センター

平成25年度 ミニマル多層薄膜形成イオンビームスパッタ装置の開発
(株)九酸、九州大学、誠南工業(株)、
(公財)九州先端科学技術研究所

特定ものづくり基盤技術「７．表面処理技術」 研究開発事例








